
イレッサによる急性肺障害・間質性肺炎の副作用死亡の推移 

(２００９年９月末時点) 

年次別の死亡数 

 死亡者数 新規投与数 死亡率 

2002 年(平成 14 年)  7/16～12/31  １８０人 ７．８３０ ２．２９９ ％ 

2003 年(平成 15 年)  ２０２人 ２４．９１５ １．１８２ ％ 

2004 年(平成 16 年)  １７５人 ４２．０００ １．０２４ ％ 

2005 年(平成 17 年)  ８０人 ４９．６００ １．０５３ ％ 

2006 年(平成 18 年)  ５１人 ５８．９００ ０．５４８ ％ 

2007 年(平成 19 年)  ３８人 ６７．４１１ ０．４４６ ％ 

2008 年(平成 20 年)  ４５人   

2009 年(平成 21 年)  1/1～9/30  ２７人   

  ７９９人   

※ 急性肺障害・間質性肺炎の副作用被害報告数は２０９５人 

※ 死亡者数は 2009 年９月３０日 厚生労働省発表 

※ 死亡率計算の分母は新規投与患者数である 
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抗がん剤の副作用死亡報告 (平成 16 年度・肺がん) 

 薬 剤 名   死 亡 数   肺がんによる死亡  

 ゲフィチニブ (イレッサ) １４０  １４０  

 シスプラチン ２８  ４  

 カンボプラチン ８  ４  

 ドセタキセル水和物 ４０  １８  

 パクリタキセル ４３  １６  

 イリノテカン ２６  １  

 ゲムシタビン １９  ９  

 ビノレルビン ８  ８  

 


